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View69：聖地巡礼 
登山に地形図は付きものだが、その提

供形態は国によって違う。かつては、

登山地図といえば地形図だったが、最

近の日本ではむしろ昭文社の登山地図

を利用している人が多数派だ。しかし、

ヨーロッパではこれは例外的な提供形

態である。ほとんどの国で政府機関の

出す地図をベースにして、登山道が上

描きされる形で登山地図が提供されて

いる。 

唯一の例外がイギリスである。イギリ

スの地図と言えば OS(オーディナン

ス・サーベイ)が有名で、登山やトレッ

キングに特化したアウトドア地図を発

行している。それと並んでハーベイ社

が独立して登山地図を提供している。

この特異な提供形態にはオリエンテー

リングが絡んでいる。話しは 1970年代

に遡る。 

 

1976 年、スコットランドで世界オリ

エンテーリング選手権が開催された。

世界選手権がスタートしたのは 1966年

だから、第 6 回目の世界選手権だ。そ

れ以前の開催国はフィンランド、スウ

ェーデン、東ドイツ、チェコ、デンマ

ーク。当時チェコスロバキアを中心と

する東欧は北欧に次ぐオリエンテーリ

ング先進国であった。それらに引き続

いてのスコットランドでの開催は、発

祥地ノルウェーよりも早いのだ。そこ

で中心的な役割を果たしたのがロビ

ン・ハーベイ、ハーベイ社の創始者で

ある。 

国際事情に詳しい人なら、数年前まで

IOFの会長はスー・ハーベイだったこと

を憶えているだろう。スーはロビンと

ともに、このハーベイ社を立ち上げて

いる。 

 

ロビンは元々建築の仕事をしていた。

1965 年に初めてオーリンゲンに行った

時、スウェーデンでも O-map への移行

が試行的に行われていた。オーリンゲ

ンでも５日のうち３日で O-map が使わ

れていた。それを見たロビンとジェ

フ・ペック（1970 年代のイギリスを代

表するエリート選手）は、「スウェーデ

ンでも作れるなら自分たちでも作れる

んじゃないか」と思って地図を作った。

それがイギリス初の O-map となった。

そして 10年後、ロビンはグラスゴー大

学の地理学科で空中写真から地図を作

る図化の方法を学び、また地理学科の

教授の協力を得て、それまでのどの世

界選手権にも引けを取らないどころか、

最も美しいとも言える出来映えの地図

を提供した。 

 

その後ロビンが選んだのが地図をイ

ベントや登山に提供するという仕事だ

った。当時イギリスではキャリマーと

いう登山用具の会社がマウンテンマラ

ソンという約 40kmのコースを二日間毎

日走り、しかも、夜は自分たちで運ん

だ用具だけでキャンプするという耐久

競技をしていた（詳しくは view71参照）。

その競技にも地図を提供した。イギリ

スは登山と同時に長距離遊歩道とウォ

ーキングの発達している。それらに対

する地図の提供も始めた。今でも、大

きなアウトドアショップや書店にいく

と、イギリスの代表的地形図であるオ

ーディナンス・サーベイ（通称 OS）の

隣でハーベイ社の地図が販売されてい

る。 

 

山岳遭難対策の研究の一環で、彼らの

オフィス兼作業場を９月に訪問した。

日本の昭文社の社屋を訪問したことの

ある私は立派な社屋を想像していたが、

ローマ時代からの歴史を持つ Daune と

いう街の中心街に面する彼らのオフィ

スは、会社というよりも古い工房のよ

うだった。ショーウィンドウには、洋

品やお土産の替わりに地図が並んでい

た。作業場では、図化や編集の作業が

行われていた。かつての地形図は空中

写真を立体視しながら曲芸のように手

足でカーソルを動かして描画していた

が、現在ではコンピュータ化されてい

る。ほとんどがオープンな荒野や牧場

のイギリスでは、地上の特徴の多くは

空中写真から読み取ることができる。

しかも最近ではレーザー測量のデータ

で、等高線の図化も不要になった。そ

れでも、地図作成の過程では、地図調

査者が現地を訪れ、確認をし、編集を

経て地図が完成する。 

 

いっとき、地図作成で生計を立てよう

と考えたこともある私にとって、そこ

は聖地とも言える場所だった。古びた

町屋のようなオフィスの作りが、聖地

にふさわしい雰囲気を醸し出していた。 

 

 
ハーベイ社が作成する様々な地図や 

地図教育の教材 

 

 
ロビンがコンピュータ式の図化機を 

操作して見せてくれた 

 

 
Douneの中心街にある古い町屋が 

ハーベイ社の本社兼作業場だ 

 

 

View70：失格宣告 
スポーツ競技にルールは不可欠だ。ル

ールが決められているからこそ、その

中で最大のパフォーマンスを発揮しよ

うと選手は努力する。手を使うことを

ルールで禁止するから、サッカーには

目を見張るような足技が生まれる。あ

るいは、オフサイドというルールがあ

るからこそ、駆け引きの妙味も生まれ

る。また、ルールは公平な競技を世界

のどこでも成り立たせる役目がある。

私達が国際大会に安心して参加できる

のもルールがあり、それが国際的に統

一されているからである。ルールがあ

るから、M20 に出場した時に、20km も

走らされるということはない。 
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ここ 10 年ほどの間興隆したトレラン

には、統一組織がない。従って共通の

ルールもない。しかし、安全や環境・

他の活動者への配慮から、大会それぞ

れで参加者が守るべき事項が示されて

いる。私が関わっている富士山一周 100

マイルのトレイルランニングレースも、

丸二日間にわたって自然の中で移動す

る過酷なレースである。従って、トレ

ランの中でももっとも厳しく詳細なル

ールが課されている。特に重要なのは

必須装備である。テープによって誘導

されているトレランだが、時には道迷

いもある。悪天候でも実施される。標

高 2000m 近い場所も通る。こうしたレ

ース環境でトラブルを防ぎ、万が一ト

ラブルがあってもそのダメージを拡大

させないためには、参加者が十分な装

備を持っている必要がある。 

 

必携装備の内容は、食料や水、雨具や

ヘッドライトはもちろん、緊急時に本

部に連絡を取るための携帯電話と場所

を確認するための地図、もし動けなく

なった時、救助を受けるまでの間暖を

取るためのサバイバルシートなどであ

る。これらがあってもトラブルに遭遇

する確率は減らない。だが、装備によ

って不測の事態をコントロール下にお

き、ダメージを最小限に減らすことが

できる。そうでなければ、選手の安全

は非常に危ういものになってしまうだ

ろう。 

一方で、トレランは順位やタイムを競

う競技でもある。装備は少なく、軽い

に越したことはない。その時の天候や

環境条件によっては、十中八九使うあ

てのない装備もある。使わないなら携

帯したくないと思うのが人情だ。それ

を個人個人に委ねていれば、参加者の

多くはリスクを取る。そこに必携装備

の意義がある。そして、その趣旨を徹

底させるために、レース前とレース中

に装備チェックを行っている。 

 

今回、レース中の装備チェックに立ち

会った。想定内ではあったが、20 人を

越える失格を宣告することになった。

その多くは天候が回復し、もう雨の見

込みがないと分かって途中のデポジッ

ト地点で雨具を置いてきた人たちだっ

た。中にはコース地図を所持していな

い人もいた。携帯の電源が切れていて、

失格になった人もいる。彼らは 160km

を走破するために時間をかけて準備し、

36000 円の参加費を払い、しかも約

130kmを走破してきた。フィニッシュま

ではあとたったの 30kmだ。その彼らに

失格を告げるのは心苦しい。失格者か

らも「夜のトレイルで滑落し、その時

に落とした」「＊＊（海外の地名）から

来た」と、訴えられた。「ここまでは、

無事に来れたではないか」と言う参加

者もいる。彼らも辛いだろうが、失格

を宣告する方も辛い。 

 

一方でこうも思った。必須装備は自然

の中で安全に他者とともに活動する上

で不可欠なルールだ。それがなければ、

不測の事態で命を危険に晒しかねない。

それをコントロールするための装備を

持つことは、登山や自然の中で遊ぶ時

には常識とも言える。今回、あるいは

ここまではたまたま運がよかっただけ

かもしれない。あるいはここで「痛い

目」に合わなければ、いつまでも自然

環境を甘く見、いつかどこかで取り返

しのつかない事態に遭遇するかもしれ

ない。レースでは最終的には主催者の

救助隊が出動するが、まずは自分自身

で自分の身を守ることが強調されてい

る。そのために自分の責任で装備を持

つ必要性について考えなかったのだろ

うか。あるいは、レースや完走が大事

と言うなら、最後まで走りきる権利を

自分で勝ち取るために、なぜルールを

遵守しないのだろう。 

 

チェックした装備は必携装備の一部

の５点なので、20 人という失格者数は

氷山の一部なのかもしれない。それで

も通過者の約３％の失格者が出たこと

は、図らずも、参加者と主催者側のス

ポーツルールに関する意識の違いを浮

き彫りにすることとなった。 

 

翻って、ルールに対するオリエンテー

リング競技者の意識はどうだろう。オ

リエンテーリング大会は競技規則、地

図の規程、そして各大会の実施上のプ

ログラムの３つの主要な約束毎によっ

て成り立っている。大会プログラムを

読まない人はいないだろうが、競技規

則、地図の規程をきちんと読み、理解

している人は、コントローラや競技運

営の経験者でない限り少数派に感じら

れる。これらを読み、それを遵守する

ことによって初めて競技は公正なもの

となり、気持ちよくレースを終えるこ

とができる。それだけでなく、たとえ

ば地図規程に精通すれば目も醒めるよ

うな精緻なナヴィゲーションの手がか

りとなるかもしれない。 

 

そして、それ以上にフィールドを舞台

とするスポーツにおいては、ルールを

守ることで始めて、フィールドを共有

する他者や自然環境上の問題を発生さ

せることなくスポーツを実施すること

ができる。これらが機能しているから

こそ、私たちは安心して大会を主催し、

また参加することができる。そして、

それによって社会からの信頼を得、自

然の中で遊ぶ権利を得ることができる。 

 

トレランで時々起こるのだが、出走者

の全員帰還を確認せずに大会を終える

主催者がいる。もしそれが実際に山の

中の遭難で、のちに警察が独自に出動

してその未帰還者を発見することにな

ったとしたら、その後大会開催は危う

くなるだろう。同じことがオリエンテ

ーリングで発生することを想像してみ

てほしい。 

「規則は何のため？」を改めて考えて

みたい。 

 

 
二日目の夜、選手たちは絶え間なく山中湖

のエイドを通過する。この日は未明から山

中湖のエイドで装備チェックに当たってい

た 

 

 
装備チェックの様子。「本当に必須装備は

入っているの？」そんなふうに思えるトッ

プ選手のザックも、規定ぎりぎりでちゃん

と装備は揃っている。ルールに対するシビ

アな姿勢が垣間見える 

 

 
おまけ画像。トレーナーの施術を受けて悶

絶する鹿島田選手 
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view71：OMM とジョン・ハリソン

のクロノメーター 
 

昨年日本でも東伊豆で開催され話題

を呼んだ OMM(オリジナル・マウンテ

ン・マラソン)は、毎年本国イギリスで

は 10月末に開催される。10月末といえ

ば日本では天気も比較的安定し、気候

も持久的競技には最適である。だがイ

ギリスでは違う。気温こそ雪が降るほ

ど低くないものの、天候は不順だ。天

気が悪ければ最高気温は 10度以下、朝

晩は 0 度に近くなる。おまけに風が強

いことが多い。アウトドアを楽しむの

にもっとふさわしい季節はあるのに、

OMMは頑なに 10月末に開かれる。 

 

OMM の過酷さの原因はもうひとつあ

る。それは夜を過ごす野営地がスター

ト／フィニッシュからは離れた位置に

あること、そして野営地で必要なもの

はすべて自分自身で運ばなければなら

ないことである。どんなに軽量化して

も、これらの装備と食料で 3kg を切る

ことは難しい。１日所要量の水 2kg を

加えると荷物は 6-8kg にはなる。エリ

ートはこれらの荷物を持ちながら、

40km 近いコースを約６時間で走破する。

二日間のレースではあっても、１日１

日を独立させてレースをすることもで

きただろう。そうすれば随分と楽にレ

ースができただろうに。 

 

それにしても、40km で６時間なら、

荷物を考慮しても、そう速いペースで

はないように思える。私たちも昨年は

そう思って、１日あたり約 30kmの Aク

ラスにでた。これが大きな間違いだっ

た。トレランではないのだ。それどこ

ろか走る場所の半分以上はヒースであ

る。遠くからみれば単なる草原の丘に

見えるヒースだが、実際には背の低い

潅木だ。ヒースの生えていない場所は、

場合によっては足首まで完全に埋まる

湿地だったりする（地図には湿地と描

いていないが）。進めば進むほど絶望的

な気分になる。これもまたレースを過

酷にしている要因のひとつとなってい

る。 

 

もっと気持ちよくレースを終わらせ

る方法はいくらでも考え付く。それを

排して、わざわざ過酷さを求めて行わ

れるレース、ＯＭＭはそんな側面を持

っている。しかも、そのレースに毎年

1000チーム 2000人が参加する。そんな

過酷な思いをして、このレースに 2000

人もの人が参加する背景には、イギリ

スの文化が大きな役割を果たしている。

初期の南極探検において極点に一番乗

りしたのはアムンゼンだが、イギリス

はシャクルトンとスコットという対照

的な探検隊を南極に送り、いずれも歴

史に名を残している。スコットは極点

に二番乗りしたにも関わらず、悲劇的

な全滅によって。またシャクルトン隊

は南極大陸にすらたどり着けなかった

にも関わらず、船を失うなかで一名の

隊員を失うことなく帰還することによ

って。そこには 19世紀以来七つの海を

支配して、世界各地に赴いた商船群や

海軍の伝統もある。これらも日常のぬ

くもりに安住していては得られない成

果であろう。過酷さを乗り越えること、

それを乗り越える得られる成果に対す

る栄誉、そんな文化のＤＮＡがＯＭＭ

を支えているのかもしれない（注１）。 

 

1000 組の参加者の中には、親子も結

構いる。親娘のペアもいる。これは日

本ではちょっとお目にかかれないだろ

う。今年前後して走ったペアは、30 歳

代半ばのがっちりした女性と初老の男

 
イギリスらしい１シーン。屈強な娘がお父さんの荷物を持ちながら、急登をガシガシと登る 

 

 
OMMの過酷さはテントなど野営用具一式を持って移動することにある。だが、その装備が安

全ももたらしている。プログラムにこうある「初日の 20時に戻ってこなくても、選手はどこ

かで安全にビバークしているとみなす」主催者がこう自信を持って書けるのは、選手に装備が

あればこそだ 
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性だった。気がつくと、女性の方が二

人分の荷物を担ぎ、喘ぎながら登って

いる父親を尻目にガシガシと急斜面を

登っていく。「俺は歳をとりすぎたよ。

あいつは心肺機能が強くてなあ・・・」

と嘆いているが、このお父さんも意外

に下りは早くナヴィゲーションでもイ

ニシアティブを取っていた。こうして

冒険の文化は次の世代に inspire され

ていくのだろう。 

 

 ＯＭＭレース参加の帰りに、ロンド

ンのグリニッジ天文台に寄った。今で

は世界遺産として充実した展示が見ら

れる。その中に Time and Longitudeと

いうコーナーがあった。地図だけで航

海はできない。海では地図と対応させ

るための現在地情報が得られないから

だ。緯度と経度がわかれば、現在地が

わかる。緯度は簡単だ。北極星の高度

によってわかる。問題は経度だった。

原理的には時間を正確に測るか、天体

観測によって経度を知ることができる

はずだった。たとえばロンドンの時刻

がわかれば、その場所の太陽の南中時

刻（それがその場所の 12時である）が

わかれば時差によって緯度がわかる。

しかし、すでに振り子時計はあったも

のの、揺れる船の上で正確に時を刻み

続けることはできなかった。天体観測

には膨大なデータが必要だった。現在

地がわからないばかりにイギリスは多

くの商船や海軍船を失った。経度を知

る方法は、イギリスが海洋国として生

き延びるために必須であった。議会は

この方法の発明に 20000 ポンドの賞金

を賭けた。 

その賞金を受けたのは、海でも正確に

時を刻み続ける時計クロノメーターを

発明したジョン・ハリソンだった。学

者でも企業家でもない一介の職人ジョ

ン・ハリソンは、自力でこの問題に立

ち向かい解決する。クロノメーターは

イギリスの冒険精神の帰結であると同

時に、イギリスの海洋での覇権を確立

する大きな要因となった。同時期、グ

リニッジ天文台で行われた天体観測も

経度の実用的な測定を可能にするだけ

のデータを提供していた。クロノメー

ターの開発と天体観測による経度の測

定、そして両者の葛藤にはここでは紹

介しきれないほどの物語がある。特に

ハリソンがクロノメーターを完成させ、

その成果が認められるまでの経緯はサ

クセス・ストーリーというよりは苦難

に満ちた過酷な物語だ。ナヴィゲーシ

ョンを支えたクラフトマンシップとサ

イエンスにもまた、冒険物語があった

のだ。 

 

注１：過酷なことを平然と、しかも

嬉々としてやってのけることでは、ノ

ルウェー人の右に出るものはない、と

杉山隆司氏からコメントがついた。そ

のとおり。極点一番乗りのアムンゼン

はノルウェー人だった。初期の OMM(当

時は KMM)では、ノルウェー人のオリエ

ンティア組が毎年優勝していたそうだ。 

（村越 真） 

 

 

 
今年も雨の中スタートとなった OMM。僕らも過酷だが、オフィシャルも過酷だ。高齢とも

いえるおばさんが、一人で雨の中座って通過者チェックをしていた 

 

 
ハリソンのクロノメーター１号。ハリソンの発明が、船舶が経度を正確に知ることを可能にし、

近代的な航海術が完成する 


